
現状のリスク情報や取組状況の共有

資料３



（１）現状の水害リスク情報
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○平成11年8月洪水では、犀川合流点より上流側の降雨が主で発生した洪水で、生田観測所で既往最高水位を記録した。
○平成16年10月洪水では、千曲川の各水位観測所で、秋雨前線と台風23号の集中的な大雨のため水位が上昇し、立ヶ

花観測所では、危険水位を越えピーク時には計画高水位に近い、観測史上4番目となる(当時)水位を記録した。
〇平成18年7月洪水では、千曲川流域の立ヶ花観測所で、飯山市柏尾橋上流の両岸堤防が決壊した昭和58年洪水に迫

る、観測史上第2位の水位を記録した。なお、この水位は、梅雨前線洪水では過去最高位であった。

近年の洪水発生状況
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平成16年10月 洪水時 平成18年7月 洪水時平成11年8月 洪水時

H11.8降雨総雨量等雨量線図

小千谷
3810[m3/s]

立ヶ花
4050[m3/s]

杭瀬下
3465[m3/s]

小市
2212[m3/s]

H16.10降雨総雨量等雨量線図

小千谷
6430[m3/s]

立ヶ花
5660[m3/s]

杭瀬下
2972[m3/s]

小市
3520[m3/s]

H18.7降雨総雨量等雨量線図

小千谷
6780[m3/s]

立ヶ花
6020[m3/s]

杭瀬下
2898[m3/s]

小市
3580[m3/s]



○千曲川流域では、これまでも堤防の決壊や越水により浸水被害が発生。
○昭和57年9月、昭和58年9月洪水により飯山市で2年連続の破堤。至近の平成16年10月、平成18年7月洪水には

立ヶ花下流無堤地区で浸水被害が発生。
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過去の被害状況①

■台風性の豪雨
■支川樽川で破堤、
そのほか支川で
は内水氾濫が発
生

昭和57年（1982）9月洪水

半壊家屋2戸、死傷者54名
浸水家屋6,219戸（床上3,794戸、床下2,425戸）

飯山市木島地先の支川樽川破堤状況

飯山市柏尾・戸狩地先の本川破堤状況

昭和58年（1983）9月洪水

■台風性の豪雨
■千曲川本川の飯山
市柏尾地先、戸狩地
先で破堤

全半壊家屋15戸、死者9名
浸水家屋6,584戸（床上3,891戸、床下2,693戸）

平成18年（2006）7月洪水

■前線性の豪雨
■立ヶ花狭窄部上流で計
画高水位を超過、同狭
窄部下流の無堤地では
浸水被害が発生

浸水家屋54戸
（床上4戸、床下50戸）

平成16年（2004）10月洪水

■台風-前線性の豪雨
■立ヶ花狭窄部下流の無
堤地で浸水被害が発生

全半壊家屋2戸
浸水家屋454戸（床上31戸、床下423戸）

千曲川

国道117号

JR飯山線

替佐駅

斑尾川

中野市替佐地先出水状況

中野市古牧築の浸水状況



○千曲川管内の堤防は、長い年月の間で改良を重ねられたものであり、築堤材料は整備した時代により異なる。
このため、堤体内の土質構造は複雑となり、一部では浸透性が高い材料が使用されている。

○また、千曲川下流部を中心に旧河道跡に堤防が築かれているため、大出水時には基盤漏水が多発している。

過去の被害状況②

詳細に旧河道を判読した地形
分類図に、漏水箇所を重ね合
わせた結果、H18.7出水によ
る漏水は、ほとんど旧河道部
分で発生している。

漏水箇所
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＜代表的な箇所の氾濫シミュレーション＞

○千曲川・犀川において浸水想定区域図及び、堤防が決壊した際の氾濫シミュレーション結果を千曲川河川事務
所のHP等で公表している。

【千曲川・犀川浸水想定区域図 http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/bousai/shinsui/about/ckm01/index.html】

千曲川
右岸65.0km地点で
破堤した場合

犀川下流
左岸1.0km地点で
破堤した場合
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氾濫シミュレーション（概ね100年に1回の大雨を想定）

＜千曲川・犀川浸水想定区域図＞

犀川下流

千曲川

犀川上流



現状の堤防整備状況

6

○平成２７年度末の堤防整備率は約６３％である。
○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、堤防の整備が必要である。

凡例
距離標

大臣管理区間

橋梁

市町村界

完成堤
弱小堤
無 堤

完成堤防

暫定堤防

暫々定堤防

未施工

：所定の高さと幅を有する堤防

：所定の高さあるいは幅が不足する堤防

：所定の高さと幅が不足する堤防

：堤防が未施工である

堤防整備状況（平成27年度末時点）

完成堤

63%

暫定堤

23%

暫々堤

9%

未施工

5%



○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険箇所を早期に発見するために、あらかじめ水防
上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として周知している。

堤防高（流下能力）

堤防断面

Ａランク ： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防高を越える箇所。
Ｂランク ： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

Ａランク ： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク ： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水

Ａランク ： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク ： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の箇所や、

基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。
なお、重要水防箇所については千曲川河川事務所HPで公表 http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/bousai/suibou/index.html 7

重要水防箇所

犀川上流
河川名

Ａランク
指定区間

Ｂランク
指定区間

千曲川 39.1km 112.5km

犀川 17.3km 42.4km



（２）現状の減災に係る取組状況等
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〇千曲川、犀川下流では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
○犀川上流では、水位到達情報を自治体に提供する水位周知を実施している。
○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。
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洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング①

９．６ｍ

９．１ｍ

●市町村は避難勧告等の発令を判断
●住民は避難を判断

●市町村は避難準備情報（要援護者避難情報）の
発令を判断
●住民は、はん濫に関する情報に注意

●水防団出動

●避難完了
●住民の救助、新たにはん濫が及ぶ区域の住民の避難誘導

５．０ｍ

３．０ｍ



洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング②

〇避難時間等（リードタイム）を沿川自治体に確認のうえ、各河川、基準観測所の受け持ち区間の出水特性（水位
上昇量）を踏まえ平成26年度に基準水位の見直しを行い、平成27年度より適用した。

水位観測所と水防受け持ち区間

10

【立ヶ花受持区間】
はん濫危険水位：9.60m
避難判断水位 ：9.10m
はん濫注意水位：5.00m
水防団待機水位：3.00m
基準高：T.P.324.200m

【杭瀬下受持区間】
はん濫危険水位：5.00m
避難判断水位 ：4.60m
はん濫注意水位：1.60m
水防団待機水位：0.70m
基準高：T.P.355.942m

【生田受持区間】
はん濫危険水位：5.00m
避難判断水位 ：4.50m
はん濫注意水位：1.90m
水防団待機水位：0.80m
基準高：T.P.463.600m

【小市受持区間】
はん濫危険水位： 1.80m
避難判断水位 ： 1.50m
はん濫注意水位： 0.00m
水防団待機水位：-0.50m
基準高：T.P.360.147m

【陸郷受持区間】
はん濫危険水位：4.80m
避難判断水位 ：4.50m
はん濫注意水位：3.30m
水防団待機水位：2.50m
基準高：T.P.498.600m

【熊倉受持区間】
はん濫危険水位：6.00m
避難判断水位 ：5.80m
はん濫注意水位：4.00m
水防団待機水位：3.50m
基準高：T.P.550.000m

【稲核ダム受持区間】



洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング③

〇長野市においては、タイムライン（防災行動計画）を策定済みである。
○タイムラインは、千曲川河川事務所から長野市に情報提供を行い避難準備情報の発令などを行っている。
○避難勧告等の判断・伝達マニュアルに具体的に避難勧告の発令基準や対象地区を明記したり、引き続きタイム

ラインの精度を向上する必要がある。
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洪水予測
○千曲川・犀川は、流域内１０水位観測所地点の水位を６時間先まで１０分間隔で予測している。
○水位が水防団待機水位を超えた場合、予測情報（1時間毎）を長野県及び関係市町村に情報提供している。
○今後、精度向上を計る必要がある。
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水位観測所
雨量観測所
ダム地点
水位予測地点
予測に使用

大
町
ダ
ム

稲
核
ダ
ム

裾
花
ダ
ム



避難場所・避難経路
○千曲川・犀川の氾濫原は、河川沿いに点在し浸水深が大きく、また長時間の浸水を想定し、隣接市町村への広

域避難や垂直避難について事前に検討・調整する必要がある。また、安全な場所への迅速、確実な避難を行う
ため、避難経路について検討する必要がある。
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＜洪水ハザードマップ（長野市H19.3作成）＞
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＜洪水ハザードマップ（千曲市H25.7掲載）＞

＜洪水ハザードマップ（須坂市H22.3作成）＞



〇河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページを通じて伝達している。
○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。

住民等への情報伝達の方法

千曲川河川事務所ホームページの情報提供

「防災／災害情報」から国土交通省「川の
防災情報」の水位や雨量などの情報をリア
ルタイムでご覧いただけます。

出水等の緊急時には、千曲川河川事務所が
発令する緊急情報をトップページに掲載し
ます。

「防災／災害情報」から集中豪雨やゲリラ豪
雨のリアルタイム画像をご覧いただけます。

緊急・防災情報 緊急･防災情報

ライブカメラ

管理用に使用しているカメラからの映像を
ホームページで公開しています。現在の千
曲川・犀川の様子をご覧いただけます。

水位雨量情報

レーダー雨量情報
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中野出張所（千曲川22.0k～60.0k左右岸）

長野出張所
（犀川0.0k～10.5k左右岸）

戸倉出張所
（千曲川78.5k～109.5k左右岸）

氾濫注意水位を超えた時点
から河川巡視に「重点監視
班」を加え、洪水時の河川状
況を把握している。
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河川の巡視
〇出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
○堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河

川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある。

立ヶ花水防警報区間（千曲川：22.0k～犀川合流点）

長野出張所
（千曲川60.0k～78.5k左右岸）

杭瀬下水防警報区間
（千曲川：犀川合流点～昭和橋）

生田水防警報区間
（千曲川：昭和橋～109.5k）

小市水防警報区間
（犀川0.0k～10.5k）

松本出張所
（犀川52.0k～86.0k左右岸）

陸郷水防警報区間
（犀川：52.0k～三川合流点）

熊倉水防警報区間
（犀川：三川合流点～奈良井川合流点）

稲核ダム水防警報区間
（犀川：奈良井川合流点～86.0k）
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水防資機材の配置状況

飯山緊急資材備蓄倉庫（国）

・・・国の水防倉庫

・・・自治体の水防倉庫

中野出張所（千曲川22.0k～60.0k左右岸）

長野出張所
（犀川0.0k～10.5k左右岸）

戸倉出張所
（千曲川78.5k～109.5k左右岸）

立ヶ花水防警報区間（千曲川：22.0k～犀川合流点）

長野出張所
（千曲川60.0k～78.5k左右岸）

杭瀬下水防警報区間
（千曲川：犀川合流点～昭和橋）

生田水防警報区間
（千曲川：昭和橋～109.5k）

小市水防警報区間
（犀川0.0k～10.5k）

松本出張所
（犀川52.0k～86.0k左右岸）

陸郷水防警報区間
（犀川：52.0k～三川合流点）

熊倉水防警報区間
（犀川：三川合流点～奈良井川合流点）

○水防資機材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資機材も、水防計
画に基づき緊急時に提供している。

○水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資機材に係る情報を共有し、適切な配置
の検討等を進める必要がある。



防災拠点等の整備状況
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飯山市常盤地先
飯山地先

長野市柴地先

千曲市大字
粟佐地先

千曲市戸倉
磯部地先

上田市大字下塩尻
字下河原地先等

長野市若穂
川田地先

長野市松代町
牧島地先

長野市松代町
牧島地先

長
野
市
若
里
地
先

長
野
市
川
中
島
町

四
ツ
屋
若
葉
町

千曲市稲荷山地先

埴科郡坂城町
刈屋原地先

埴科郡坂城町
網掛地先

安曇野市明科
塔ノ原地先

安曇野市豊科
飯田地先

松本市梓川
丸田地先

飯山市
天神堂地先

飯山市蓮地先

小布施町
押羽地先

長野市松代町
牧島地先

長野市松代町
牧島地先

長野市長沼地先

千曲市戸倉
磯部地先

埴科郡坂城町
中之条地先

上田市
下之条地先

上田市
秋和地先

松本市梓川
氷室地先

・・・側帯(18箇所)

・・・ﾌﾞﾛｯｸｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ(11箇所)

〇千曲川・犀川では、側帯18箇所、ブロックストックヤード11箇所が整備されている。
○大規模災害時に災害協定業者と連携した復旧活動を行うため、側帯や防災拠点等の適切な配置の検討等を進

める必要がある。
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○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機械を扱う職
員等への教育体制も確保し、常時、災害発生による出動体制を確保している。

北陸地方整備局災害対策機械配置状況 （平成28年3月）

排水施設、排水資機材の操作・運用（１）

①阿賀川河川事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

②阿賀野川河川事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

③新潟防災センター

機　　械　　名 規　　　格

対策本部車 拡幅型

対策本部車 拡幅多様設置型

衛星通信車 －

衛星通信車 －

K-COSMOS
通信車

－

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車
60m3/min級ポンプ
直列揚程20m

排水ポンプ車
60m3/min級ポンプ
直列揚程20m

照明車 2kW×4灯

照明車 2kW×6灯  20m級

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

待機支援車 バス型

待機支援車 資材運搬用

情報収集車 先遣用

橋梁点検車 バケット式

応急組立橋 6×40m 歩道付

分解組立・遠隔操縦対応形

バックホウ 1.0m3級

災害用トイレ コンテナ型

災害対策用

人員輸送車
26人乗り

④羽越河川国道事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

⑤信濃川下流河川事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

⑥信濃川河川事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

⑧千曲川河川事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

⑦上越防災支援センター

機　　械　　名 規　　　格

対策本部車 拡幅型

衛星通信車 －

排水ポンプ車 60m3/min

排水ポンプ車 60m3/min

排水ポンプ車
60m3/min級ポンプ
直列揚程20m

照明車 2kW×6灯

照明車 2kW×6灯 2柱式

待機支援車 バス型

待機支援車 資材運搬用

情報収集車 先遣用

応急組立橋 7×50m 歩道付

遠隔操縦対応型

バックホウ
1.4m3級

災害対策用

人員輸送車
２７人乗り

⑦高田河川国道事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

⑨富山防災センター

機　　械　　名 規　　　格

対策本部車 拡幅多様設置型

衛星通信車 －

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 60m3/min

排水ポンプ車
60m3/min級ポンプ
直列揚程20m

照明車 2kW×4灯

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯  20m級

待機支援車 支援用バス型

待機支援車 資材運搬用

待機支援車 支援用バス型

情報収集車 先遣用

橋梁点検車 バケット式

橋梁点検車 歩廊式

応急組立橋 6×40m

遠隔操縦対応型

バックホウ
1.4m3級

災害対策用
人員輸送車

２６人乗り

⑩富山河川国道事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

⑪金沢河川国道事務所

機　　械　　名 規　　　格

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

排水ポンプ車 30m3/min

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

照明車 2kW×6灯 2柱式

遠隔操縦対応型

ラフタークレーン
50t吊

排水ポンプ車数：40台



〇平成１８年７月出水では、本沢川樋門など９か所に国土交通省所有の６台の排水ポンプ車により約１８万m3の
湛水を排水し、宅地及び公共施設等の被害を軽減した。

○地形、排水路、排水施設等に係る情報を関係者間で共有し、円滑な排水に努める必要がある。
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排水ポンプ車の出動状況

排水施設、排水資機材の操作・運用（２）



〇千曲川・犀川では、洪水を安全に流下させるよう、堤防整備および河道掘削等を実施している。

基本高水 ： １１，５００m3/s （基準点 立ヶ花）

流域内洪水調節施設により２，５００m3/sを調節
河道への配分流量を９，０００m3/s基

本
方
針

目標流量 ： ７，６００m3/s （基準点 立ヶ花）
千曲川においては、観測史上最大規模(S58.9)の洪水を
安全に流下させることが概ね可能となる。

流域内洪水調節施設により３００m3/sを調節
河道への配分流量を７，３００m3/s

整
備
計
画

段階的整備

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

11,500m3/s

9,000m3/s 2,500m3/s
洪水調節施設で対応堤防整備と河道掘削で対応

年超過確率１／１００の規模

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

7,600m3/s

300m3/s
洪水調節施設で対応堤防整備と河道掘削で対応

千曲川・犀川における治水事業
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7,300m3/s

河川整備基本方針は、長期的な観点から、国土全 体のバラン
スを考慮し、基本高水、計画高水流量配分等、抽象的な事項を
科学的・客観的に定めるもの

河川整備計画は、河川整備基本方針に基づき２０～３０年後の
河川整備の目標を明確にし、個別事業を含む具体的な河川の
整備の内容を明らかにするもの

河川整備基本方針

河川整備計画



〇千曲川・犀川では約21ｋｍについて、決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう、堤防構造を工夫する対策とし
て、堤防天端の保護を平成３２年度を目途に、今後概ね５年間で実施する。

凡 例

堤防天端の保護実施区間

危機管理型ハード対策

21

堤防天端をアスファルト
等で保護（イメージ）

【堤防天端の保護（地区）】



〇千曲川・犀川では優先的に対策が必要な区間約１６ｋｍについて、平成３２年度を目途に、今後概ね５年間で対
策を実施する。

パイピング、法すべり
↓

漏水対策（浸透含む）

L=約3km

流下能力不足
↓

堤防整備・河道掘削

L=約13km

優先的に対策を実施する区間Ｌ＝約１６ｋｍ

※各対策の延長は重複あり
※延長には平成２４年の緊急点検結果の見直しにより対策不要とした延長も含みます。
※今後の水害発生や河床の変動状況等を踏まえた詳細調査の実施により、変更になる場合があります。

洪水を安全に流すためのハード対策
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千曲川の右岸飯山市木島地区は、
過去の出水時に堤防基盤の漏水が
発生していることから、鋼矢板による
漏水対策を実施

・千曲川の村山橋～落合橋付近、右岸上田
市国分地区、犀川上流の右岸東筑摩郡生
坂村小立野地区において堤防の高さと幅
が不足しており、洪水を安全に流下させる
ため、堤防を強化

・流下能力が不足している戸狩狭窄区間の
河道掘削を実施

■ 戸狩地区河道掘削（飯山市）

■ 木島地区堤防漏水対策（飯山市）

■国分地区堤防整備(上田市)

■ 屋島地区堤防整備（長野市屋島・大豆島地区）
■ 福島地区堤防整備（須坂市福島・中島地区、

長野市若穂綿内地区）
■小立野地区堤防整備(生坂村)



○大町ダムにおいて洪水を貯留することにより、下流での被害を軽減させている。

〇大町ダム等の既設ダムを有効活用し、新たに洪水調節機能を確保することについて、調査・検討の上、必要な
対策を実施する。

中上流域における洪水調節施設（ダム）の整備状況
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○水害時に住民の避難を促し、被災者を無くすことを目指して、危機意識を共有すると共に、洪水予報の基準、避
難勧告・指示のタイミングとその発令範囲、ホットラインのタイミングとその内容等について、千曲川流域の市町
村長との意見交換会（トップセミナー）を開催

千曲川・犀川流域の市町村長との意見交換会の開催

平成27年9月関東・東北豪雨を受けた市町村長を対象とした
トップセミナーの開催（平成27年11月26日）
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○高瀬川の大町ダムでは、洪水時の下流沿川住民や河川利用者の迅速な注意・避難等に資するため、放流情報
の周知徹底を図っている。 また、常時HPで各ダムの放流量等を公開している。

＜大町ダムの放流情報＞

ダム放流警報装置等での周知

ダム下流約２５ｋｍの区間にサイレン＋スピーカー１０個所・
スピーカー２０個所設置（放流時スピーカー吹鳴，下流に急
激な水位の変動を生じる放流を行う場合にサイレン吹鳴）

ダム放流警報局 ダム水位・流入量・放流量を公開

＜ホームページで放流情報を公開＞

北陸地方整備局 ダム防災情報提供システム より


